






岩脇古やしきの堀さらへ」 （二十九裏） 「させ申、 堀ハ中屋ト間
ニか、





「次郎兵衛正俊やしきかきり、東ハ向方山屋敷、西ハ西方の」 「山やしき限、 大道も 方屋敷ノ内也。但西方殿トハ道秀」 字名也。右永正弐年 寛永廿一年迄纔百四十年也。 」 （三十表） 「西方山、文明ノ比迄ハ極楽寺山ト申、極楽寺ト申て」 「今ノイナリノ御たちノ下
ニ











裏） 「被申候。近藤聟入候時、 四 尉秀次弐才也。其夜しも」 「はやミの家
ニ火を付けられ、秀次をはたか
ニてかゝへ出し」 「候也。さ
れば女ねさめ候も、きる物、帯なとよくとりまわすへき事也とをしへしとなり。 」 一、加田 ヒメ其比岩脇へ行 ふるやしき 中に向方より西へ流ルほそ川ありしか、そのはたに女ノ物あらふふみ石ありしか、 」 「そ 石
ニかう〴〵のは入るほとくぼか成所ありしに、 ト」
（以下三十一表〜三十六表の翻刻は続編に続く。 ）【凡例】一、 本文は 帖から成る。括弧内の数字は帖数を表 。


































のかやふきなり。其比 沢山より与語まての 裏 間、市介か家ほとくづ屋
ニ
念を入たるハなかりしと」 「なん。其後堀次郎



























子も出来、 」 （二十八表） 「廿五、 六な すくやかもの有しを其時太郎介うち」 「とめしなり。彦右衛門儀チクテンノ後 入道仕道善ト申て」 「のち在所





せんさくせし事」 「ありしか、弥五右コツヲ彼とらわか 高野へもたせ遣し」 「ける。夫よ すくに牢籠して、 後故郷新庄村なるゆへ、 」（二十八裏） 「立帰、岩脇沢ノ田ノ草とりてありしを、太郎介鉄砲」「
ニ而うちころしけると也。 」 「一、 一貞駿州
ニテ千三百石弓三十梃な
りしと侍る。 」 「妙意物かたり」 「今彦根町に出る与兵衛か母おとの姥か父」 「平内と申すもの筑前守近藤代
ニ定使
ニ申つけられ候。そ
の」 「もの、 信長公御代迄居申し候 筑前本領としてじゞわら山へ」「入申候。村ゝより岩脇へわらを礼
ニ越申候を定使平内」 （二十九表）
「うけ取申候平内
ニもわら百つゝくれ申候由、 右山へ入申候。 」 「覚、
飯村西東箕浦四村と申ハ、市場ニツシヤウシ、 て町、 」 「新庄アラケ、 岩脇村
ニ平内弐人有、 西ノ平内とハ筑前ヒ官也。 」 「東ノ平内トハ、
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裏） 「被申候。近藤聟入候時、 四 尉秀次弐才也。其夜しも」 「はやミの家
ニ火を付けられ、秀次をはたか
ニてかゝへ出し」 「候也。さ
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而討死」 「をこそしたりけり。岩市一所ニうちしにしたりしハ 」 「嶋若狭アイヤケ也。小野弥六兵衛尉ガ家子 畑伊賀守也。イガ岡」 「四郎ノ左衛門尉ハおとゝしの夏 たつか
ニてうたれ、父又当正月

















































彼嫡子甚蔵よく似たりしと」 「覚へ侍るとそ。 」（十六裏） 「一、箕浦の城
ニ
ハ堀入かわり、樋口ハがマノハ箕浦馳





「一、元龜三年正月岩脇市介ハ今井小法士丸、 山中におはせしもとへわけ入申けるハ、 「鎌のはの城、乗とらはやの内談、浅井」 「長政もかつ聞召候なる、これかれ申合」 （十七表） 「するむねありと、ゆびをおりて語りけれ」 「は、嶋若狭入道、つく〳〵聞て此事一定」「然へしとも、存候ハすと申しけれは、 」 「 ゝて、さん候。此比よにある の共こそ へ。 」 「我等ノときの一ッきばら 口にまかせ申め」 「くる事、何か事行候へき。たゝ今若殿 」 「御なぐさめにあら
ママ
ぬ事、申ちらすに」 （十七裏） 「こそ候へとて、さらぬ程に
もてなし、 」 「立出しかば 若狭入道同ク嫡子四郎左衛門尉 をさそひ、市介 詞のいふか きよと 」 「ひそかに二町 かり立出、岩市を招とめ、 」 「父子彼是三人手をとッテ申 る い に」 「介殿たゝ今入道が申 し事、時にとツ」 「てはづかしうも覚へ候。それにつき候てハ事」 （十八表） 「新敷申事なれとも 彼樋口と四郎左衛門が」 「嫡子縁者たるにより、似る。近夏に 此度」 「樋三にすかされ、久右衛門当家をそむき候へば 」 「我等も心中きたな とや思ひ給ふらん。 れは、 後ゝも思ゐしり給へ。その儀にてハ 候ハす、 小法士殿御幼少のうへ つ したが 。 」 「ものまれ 候へば我等が子ともハ、随分御手を」 （十八裏） も ひかせ申 し こそ存候へと申けれハ、 」 「市介聞 うれしうも宣ふもの な」 仰向 、あしうハ承候ハん。かつうハ
痛イタミ
」 「いりてこそ覚し候へ。かの鎌の
はちかき」 「あたりに、さいしを忍ばせて候へば、これより」 「小谷へ帰るさに、立より申をくへきにて候。 」 「萬事ハ頼存なりとて袂をかほにをし」 （十九表） 「あてければ、 嶋父子もふかく涙にむせひ」 「けるか互
タカイニ
一入なこりおしく、 又あふへき」 「もいつかハとおもひければ、
千秋万歳」 「と ゆくしてわかれけるとそ。 」「私曰」 「市介若年のころ、嶋若州の聟たりしか、 」 「りへつして、そのゝち又市介死後に、四郎左衛門岡」 「庄左衛門に、岩市がをとのひめをあはせし也。 」（十九裏）岩脇市介討 の事「さる程に、市介ハそれより妻子を預ケ」 「置し宿へ立こえ、一
途ヅ

























ゆひまハし、一ッ方に木戸を まへ、へひ」 （二十裏） 「に仕たてくたゝみ、なんとをとりつけ、弓」 をしはり、鑓ふすまをつくりて、まち」 「かけしに あん ことく、かた うんかのことく」 「をしかけたり。互にしつたる仲なれは、
詞コトハ
を」 「かハし、名乗あひ、矢だ
てもおします、 弓鉄炮」 「はしばしのほとにて、 一度
ニとつとつひて」
「出、くもて十もんじに切て廻り たちまち」 （二 一表 人つかをつき、枕をならへ 究
クキヤウ
竟の兵」 「うち死をそとけたりける。 」






































而討死」 「をこそしたりけり。岩市一所ニうちしにしたりしハ 」 「嶋若狭アイヤケ也。小野弥六兵衛尉ガ家子 畑伊賀守也。イガ岡」 「四郎ノ左衛門尉ハおとゝしの夏 たつか
ニてうたれ、父又当正月








































































（十三表） 「天文七より正保三迄凡百八年也。又此水原の水字水とも永トモ不見分。 」 「永ナレ ナカハラ也。水ナレハミ
ママツラ也。 」 「粟
見ノ妙観院トテ、ソノカミエイサンヨリ寺領サイキヨノタメ、スヱヲカレシ」 「 ナリ。 」 「彼ヤシキクルミ七郷ノ内アミタ堂ムラ竹中ヤシキト也。カンサキ郷也　　　
尺千世元服之事





























ヲ中宿トシテ、岩方ノ」 「作毛申付シトソ。 」（十四裏） 「其後、岩方甚蔵誕生ノ比ハ、加田越後守屋敷
ニ
市介妻
子中宿シテマゝニ 」 「甚蔵 レシトソ。 越州室市介ヲハナレハ也。 」「甚蔵誕生迄、祖父筑前秀」 「次存生
ニ
テ悦被申候由、加田ヲバ之
















「侍るに、竹半双六すきな ば、岩市江北一の上手」 「なれはとて、所望ゆへめし出されうちしとそ」 聞へし。されば一とせ堀
石州次郎之」












陰なりし」 「に市介なとハいやしくも小谷籠城」 「せしとそ聞えし。 」












ちらさすあけ暮 手習を」 「こたらす、ミ せ 過るハゆめなれや。七ッと」 「申せし春のころ、おりふしの暦
コヨミ
やう」 「のものをも、いと













































妹なるにより、ひそかに聞へ」 （十一裏） 「けるハ いか 筑前殿いにしへよりあしの数
ハ、 」 「子細ある御事にて、世中なべてかくの
ごと」 「くこそさふらふなれ。今 しき事を」 も宣
ノタマフ
物かなとうち
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陰なりし」 「に市介なとハいやしくも小谷籠城」 「せしとそ聞えし。 」




























































































































そ聞えし。 」 「私曰 筑前守道秀かもとの女、 少しのふしをくねり、
かりに」 「里がへりをしに、道秀かしうとのあしを七十貫預り置しに、 」 「しうとめのはからひとして七十人下女を催し、はしたなく」「こはせけれは、いよ〳〵縁つき侍るとそ。そのあしにて」 「ゑりよし原なとばひとくして、 今に岩脇殿ゑりなと」 「いふ事ありとそ。 」「一、岩脇ウトクノ時 一國平均徳政ノコトアリテ、貸物返し候へとて諸方より」 「門前 市をナス
ニ、迷惑シテ門ヲタテヲキ、テン





くりにちいさき石かきなとありしよし」 「 られし 、今見れはなかりけり。そこに草かる」 「をのこに へハ、米原のものともまろばしおとし、 」 「襲
ヲソヒスイトウ
水道の石に物し候とそこたへ侍る。うしろの谷


















































遠信ウリケン状ニ曰、南は向方山ノ嶺ヲ限、北ハ次郎兵衛正俊やしきかきり、東ハ向方山屋敷、西は西方 山やしき 、大道も中屋方屋敷ノ内也。但西方殿トハ道秀字名なり。右永正弐 也。寛永廿一年迄纔百四十年也。 （二十九裏）　
つまり古屋敷の中屋孫藤ニ遠信の売券状は永正二（一五〇五）年






１ 『近江町史』 （近江町役場、平成元年十一月） 、二二九〜二三四頁。２ 百々保氏蔵。なお翻刻は小和田哲男 『近江浅井氏』 （新人物往来社、一九七三年） 、 滋賀県教育委員会『滋賀県中世城郭分布調査７』 （伊香郡・東浅井郡の城）平成二年三月、百頁〜百三十九頁にある。
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くりにちいさき石かきなとありしよし」 「 られし 、今見れはなかりけり。そこに草かる」 「をのこに へハ、米原のものともまろばしおとし、 」 「襲
ヲソヒスイトウ
水道の石に物し候とそこたへ侍る。うしろの谷























































多くのことを語り聞かせるだけの見聞と器量を兼ね備えていた。先に史料を一区として区分した妙意の語り部分についても、 前半の 「今井筑前守岩脇村へうつ し事」から「岩脇尺千代元服之事」までの部分と、それ以後の三つの話題・章とはお ずと区分される。つまり、 特に後者においては、 妙意が直接見聞 た事柄であることから、同時代史料 しての価値は高い。また、一区の前半は岩脇五郎兵衛尉近藤の娘による記憶が主に「ため」を通じて に伝えられた。ためは一五一〇年代の誕生が推定されること ら、この間の見聞が妙意に伝えられた（三十表） 。　
一二斎が書き加えた後半の二区「嫡子甚蔵之事」以下の文面は確

















そして問題は、 一と三の文面である。一にみえる 「此の連署」 とは、
磯野丹波守員昌から今井 一族に宛てた書付である。宛名の今井一族とは、今井中西、今井籐九郎 岩脇一介、嶋若狭入道、同四郎左衛門となっており、幼い今井氏当主を支えた地侍一族である。また四は、備前守長政からの書状で、そ 宛先は「嶋若入」こと嶋若狭守入道と「嶋四左」こと嶋四郎左衛門である。 「嶋記録」の作成に際し、一二斎の所持する書状が引用され い ことは重要であ　
まず第一点は、一二斎がなぜ岩脇家に伝わる書状を所持していた
かである。最も可能性の高い要素は一二斎が岩脇家の当主であっ場合だろう。また、書状二は嶋家に伝わるはずのものである。それを一二斎が所持しており、 『 記録』作成に際して作成者、おそらく嶋家の当主 ろうが 彼が自分の の文書を一二斎に求めて拝覧している構図は不自然である。　
ここから想定できることは、 二斎が嶋家の書状を以前に入手出
来る立場にあった で ないかということである。一の文から嶋家の娘鍋が一二斎の正室であり、姻戚関係であったことがわ る。また、 一二斎が岩脇家や嶋家など今井一族に関する歴史に興味を持ち早くから関連文献、書状などを意識的に求め 収集していた 『嶋記録』の筆録者が一二斎を引合いに出していることから、彼が今井















岩脇家の当主であり、 先の岩脇五郎兵衛尉近藤から三代後にあたる。そして、 『妙意もの語』 中盤の話の中心となる定政は甚蔵 父で、妙意の義父である。そして 妙意と甚蔵の間にはおすて いう娘がいた。以上のような の来歴から、中近世移行期に生きた人物であったことがわかる。妙意は『妙意も 語』 書き出しの時、八十歳、正保二（一六四五）年頃に健在で 祖母がしていたように昔日の思い出を孫 ちに聞 せていた。一二斎 それらに混じって、そ
（五）
『妙意もの語』の史料性について
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記載されている。もしそうならこの幼名宗千代丸が岩脇家直系の甚蔵と同じ幼名 （甚蔵の幼名が宗千代丸であったことは 『妙意もの語』二十二帖裏からわか しかし 甚蔵が九兵衛であったことは『妙意もの語』からは「甚蔵後三太夫」とあるのみ て ら ではない。 ）であったことになり、一二斎もまた直系 当主とを物語ることになる。なお、明治三年版籍奉還当時における彦根藩所蔵の文書 （彦根市立図書館資料） による 、 慶長十九年 （一六一四年）より、初代九兵衛、二代九兵衛、三代平七、 四代六郎左衛門、五代九兵衛、六代九兵衛、七代九兵衛と う記載がある。一部例外はあるが、当主は九兵衛と名乗ったことがわかる。　
しかし、いずれにせよ書き添えた一二斎が妙意と親子もしくは親




同時代、同一地域史料であり、 『妙意もの語』と不可分の関係にある『嶋記録』からいくらかの検討を加えることが可能で る。　『嶋記録』は、本文中に「元禄十年」 （一六九七年）あるいは「慶安二年」 （一六四九年）の 号が見え 末尾に「寛文六年」 （一六六六年）と記されていること 少なくとも最終的には一六九〇 代もしくは一七〇〇年代初頭頃には完成していたものと見たい。 なお、「元禄十年」の記載部分は親類縁者の説明で、系図に関連して後に書き込まれた可能性がある。なぜなら、末尾の「寛文六年」は、沢図書良政が嶋半兵衛へこの を書き上げ、差し出した年であるからである。つまり、寛文六年に一応完成したこの『嶋記録』に元禄十年頃もしくはそれ以降さらに加筆されたことが想定される。　これに対して『妙意もの語』は正保年間に筆録が進行していたこ























也」や「〜候」あるいは、 「〜申し候」となっており、また、 「〜する也」あるいは「〜なる由」といった表現がみえる。前段と後段とでは「甚蔵誕生之事 を境として、その文章の末尾における文章表現が全く異なることに気がつく。また、この「甚蔵誕生之事」を記述する本文の後段では、 「妙意申し候」との記載が見受けられる。語り手であったはずの妙意が して登場することになる。妙意の「語りの場 とは違ったところでの一二斎 聞き書だろう。 『妙意もの語』は明らか 前段 後段に大別される。さらに加えて前段にあっても妙意の語り部分と一二斎の「私曰」部分とに明確に峻別される。本文 体に関わ 構成の中でも、妙意部分と一二斎部分とに、もの語 口承者 部分 、それに付記、追記 もしくは口伝者からの聞取 をまとめ 部分とに大別し得る。　
一方また、後段も一二斎のオリジナルな編纂意図に基づき記載さ
れた部分に関して、妙意から聞き取りをして記載した箇所もあ特に後段部分は一二斎が 筆してい 中で 注目すべき点 、目次に記載のうかがえる甚蔵及び次男壱岐守（一貞） 二章で こらは一二斎が妙意の語りの延長線上 位置づけられている。　
むしろ問題は、目次に無い二十一帖裏から末尾三十一帖裏までの




また後段についても、 一二斎の書き加えた 「嫡子甚蔵之事」 及び 「次
男壱岐守（一貞）之事」の二章については、これを便宜上二区ａと呼び、 「妙意ものがたり で始まる岩脇一族の家系、被官に関わる詮索と覚えに近い部分については 区ｂと呼び、両者を区別した。　
以上のように本文の記載表現を分析したが、本文 記載内容から
見てもわかるよう 、文献史料とし の位置付けは、同時代史料としての妙意の語り部分一区ａと一二斎の筆録部分の二区ｂが問題となる。しか 一、 二区ともすべて一二斎の手を経たものであって妙意の語り部分と称す もの 一二斎 筆力を当然予期してかからなければならないだろう。また、 二区 もになぜ一 斎が筆録する意図をもったかが文章全体に大きな影響を与えただろう。　
この『妙意もの語』はいったいいつ、誰によって出来上がったも



















記載されている。もしそうならこの幼名宗千代丸が岩脇家直系の甚蔵と同じ幼名 （甚蔵の幼名が宗千代丸であったことは 『妙意もの二十二帖裏からわか しかし 甚蔵が九兵衛であったことは『妙意もの語』からは「甚蔵後三太夫」とあるのみ て ら ではない。 ）であったことになり、一二斎もまた直系 当主とを物語ることになる。なお、明治三年版籍奉還当時における彦根藩所蔵の文書 （彦根市立図書館資料） による 、 慶長十九年 （一六一四年）より、初代九兵衛、二代九兵衛、三代平七、 四代六郎左衛門、五代九兵衛、六代九兵衛、七代九兵衛と う記載がある。一部例外はあるが、当主は九兵衛と名乗ったことがわかる。　
しかし、いずれにせよ書き添えた一二斎が妙意と親子もしくは親




同時代、同一地域史料であり、 『妙意もの語』と不可分の関係にある『嶋記録』からいくらかの検討を加えることが可能で 。　『嶋記録』は、本文中に「元禄十年」 （一六九七年）あるいは「慶安二年」 （一六四九年）の 号が見え 末尾に「寛文六年」 （一六六六年）と記されていること 少なくとも最終的には一六九〇 代もしくは一七〇〇年代初頭頃には完成していたものと見たい。 なお、「元禄十年」の記載部分は親類縁者の説明で、系図に関連して後に書き込まれた可能性がある。なぜなら、末尾の「寛文六年」は、沢図書良政が嶋半兵衛へこの を書き上げ、差し出した年であるからである。つまり、寛文六年に一応完成したこの『嶋記録』に元禄十年頃もしくはそれ以降さらに加筆されたことが想定される。　これに対して『妙意もの語』は正保年間に筆録が進行していたこ















































にはこの物語をしたためた訳が簡潔 表されている。そして以下、「抑こゝに」から妙意の語 が始ま 。妙意の語りを筆録した本文以外に文中に「私曰」と明記してある は、一二斎の付記した部分である。妙意の語りと一二斎 書き添え部分が相互に補完 係をなす構成にこの「もの語 の史料的性格を見出す鍵がある。　
この「もの語」は、その註あるいは解説を交互に交えながら十九
帖表まで続く。 こまでが当初 妙意の語りの部分と想定し得る。このことを裏付けるよう 、妙意の りの部分と思しき文面の末尾には、いずれも「〜とぞ聞こえし」 、 「〜ありとぞ」 、 「〜 かや」といった文面で終わるといった傾向を持ち このような係 結びは、妙意の語りをそのまま踏襲した筆録を示すも である。
＊本学非常勤講師
